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事業統括部 追跡調査・評価課

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構

20２６年8月

追跡アンケートの運用及びシステム操作について

公開日 ２０２６年８月５日



◼本資料について以下の日程で説明会を開催いたします。

◼説明会は同一内容で2回開催いたしますので、ご都合のよい日時にご参加ください。

◼参加方法はリンク先よりTeams ウェビナーの参加登録をお願いします。

• 第１回概要説明会 （2026/8/20（木）15:00～16:00）

• 第2回概要説明会 （2026/8/26（水）15:00～16:00）

• 資料掲載先： 研究評価・事業評価 「その他」をご覧ください。
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https://events.teams.microsoft.com/event/299b9aa2-ab69-4296-8e85-9f10a1486209@9151c5b6-2333-429d-abf0-0378f5e583c1
https://events.teams.microsoft.com/event/299b9aa2-ab69-4296-8e85-9f10a1486209@9151c5b6-2333-429d-abf0-0378f5e583c1
https://events.teams.microsoft.com/event/2d4806ac-3d4f-499a-bec7-62c9794dc6d3@9151c5b6-2333-429d-abf0-0378f5e583c1
https://events.teams.microsoft.com/event/2d4806ac-3d4f-499a-bec7-62c9794dc6d3@9151c5b6-2333-429d-abf0-0378f5e583c1
https://events.teams.microsoft.com/event/2d4806ac-3d4f-499a-bec7-62c9794dc6d3@9151c5b6-2333-429d-abf0-0378f5e583c1
https://events.teams.microsoft.com/event/2d4806ac-3d4f-499a-bec7-62c9794dc6d3@9151c5b6-2333-429d-abf0-0378f5e583c1
https://www.nedo.go.jp/seika_hyoka/kenkyuu_houkoku_index.html#block9
https://www.nedo.go.jp/seika_hyoka/kenkyuu_houkoku_index.html#block9


1. 追跡アンケートの概要

2. 追跡アンケートの運用・設問について

3. 【簡易マニュアル】 追跡調査管理システムについて
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NEDOにおける追跡調査・評価業務について

◼追跡調査・評価業務として、短期モニタリング、中長期モニタリング、実用化した成果の広報発信（“実用化
ドキュメント”）の活動を中心に実施しております。

◼ 「短期モニタリング」では、活動状況と開発成果の把握及びNEDOのマネジメント・制度設計に対する
フィードバックを目的に、「追跡アンケート」にご協力をいただいております。

◼追跡アンケートでは総調査期間を最長５年間として１年に１回の頻度で調査票を送付します。例年８～９
月頃に送付後、３ヶ月ほどの受付期間を設けて実施しております。

研究開発段階 実用化1 事業化1

NEDOプロジェクト
契約・交付の終了案件（～1000件/年）

企業・大学・国研・技術組合・各種団体等の研究開発活動

実用化ドキュメント
数件/年の取材先を選定し、ウェブ記事・動画等を製作・公開

短期モニタリング
最長５年間の追跡アンケート（新規分 3００~500件/年）

中長期モニタリング
主に製品化・上市案件に対して調査を実施

追跡評価
各種モニタリングや動向調査等を基に実施

1ここでの「実用化・事業化」とは、当該研究開発に係る試作品、サービス等の社会的利用（顧客への提供等）が開始されること、
又は当該研究開発に係る商品、製品、サービス等の販売や利用により、企業活動（売り上げ等）に貢献することを指します。



中長期モニタリング・EBPM・追跡評価・個別ヒアリング等
短期モニタリング（追跡アンケート）
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データ利用とその目的について

NEDO回答者

共同利用先
（所管省庁・研究機関）

NEDOの業務委託先 再委託・外注

委託・外注

公開情報

データ利用形態とその目的について

• 短期モニタリング 5年間の追跡アンケートを指しており、回答情報及び担当者情報をシステム内で保有し、回答結果は各種集計に活用します。

• 中長期モニタリング 5年間の短期モニタリング終了後以降の期間に行われる調査に位置付けられ、実用化の状況や波及効果等を情報収集します。

• 追跡評価 モニタリング情報を活用し、プロジェクト実施による効果や制度設計・マネジメントに対する改善点の把握、市場・技術動向等の深堀した調査活動を行います。

• 個別ヒアリング NEDOや共同利用先による活動状況や成果把握もしくは制度設計に関するヒアリングや実用化ドキュメントの取材に活用します。

• EBPM EBPM（証拠に基づく政策立案）の取組を政府として推進すべく、効果的な政策立案や政策の効果検証を行います。

• 公開情報 一般公開用の媒体（論文・報告書等）を作成・公表する場合があります。この際、個人情報および非公知情報を識別できないように復元不可能な情報に加工します。

◼追跡調査・評価は、NEDOが管理する「追跡調査管理システム」で担当者及び回答情報を基に実施します。

◼各種調査の目的（表：データ利用形態とその目的について）において、業務委託・共同利用先へデータを提供する場合
がございます。

公開データとする際には、個人情報お
よび非公知情報を識別できないよう
に復元不可能な情報に加工します。



6

追跡調査管理システムの利用イメージ

◼ 2026年度から概略図に示す「追跡調査管理システム」を導入して追跡アンケートを実施します。

◼本システムでは、担当者にメール配信後、マイページ上のウェブフォームを介して回答データを蓄積します。

⑩ 回答データの
集計結果の閲覧

契約・交付先の担当者
（NEDO・PMSの担当窓口）

⑥ ウェブフォーム回答 ⑨ 回答履歴の閲覧
（時系列データ）

⑤ 他の担当者の招待

⑧ 法人番号と企業情報
による法人名の更新

② NEDO事務局

① PMSによる
契約・交付情報の抽出 ⑪ NEDO・所管省庁・調査委託先等

での追跡調査・評価活動へ

③ メール配信

⑦ 回答データ蓄積

④ マイページへログイン

マイページ上での登録案件の管理について
• 複数の契約・交付案件を過去分を含め、マイページ上で閲覧可能です。
• 担当者のアドレスは個人に限らず、グループアドレス等の登録もできる

ため、部署・法人全体の案件管理も可能となります。

データ利用について
• 取得したデータは、プロジェクトマネジメント

の高度やEBPMの推進等に向けた解析・分
析及びヒアリングのご連絡に活用いたします。

• 公開データとする際には、個人情報および非
公知情報を識別できないように復元不可能
な情報に加工します。

※ 2026年8月時点では、2021年度までの担当者及び過去データ入力済であり、今後、年度を遡ってデータ登録予定。
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◼ NEDOプロジェクトにおける実用化までの研究開発ストーリーを実施者インタビューを通して紹介する
情報発信媒体です。ウェブ記事・動画を公開しておりますので、ぜひご覧ください。

◼アンケートには取材希望に関する設問も含めており、お心当たりがあれば事務局までお知らせください。

【参考】 NEDO・実用化ドキュメント

実用化ドキュメント ウェブ記事 実用化ドキュメント 動画

https://webmagazine.nedo.go.jp/practical-realization/
https://webmagazine.nedo.go.jp/practical-realization/
https://youtube.com/playlist?list=PLZH3AKTCrVsVCONrCaZnXU5KvPLG4Otsq&si=HAnGDG-gGRGLT3Rz
https://youtube.com/playlist?list=PLZH3AKTCrVsVCONrCaZnXU5KvPLG4Otsq&si=HAnGDG-gGRGLT3Rz
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【参考】 回答データの集計結果イメージ

実用化割合
内訳

（大企業）
内訳

（中堅企業）
内訳

（中小企業）

業種 A ○％
（ ○％ ） （ ○％ ） （ ○％ ）

業種 B ○％
（ ○％ ） （ ○％ ） （ ○％ ）

業種 C ○％
（ ○％ ） （ ○％ ） （ ○％ ）

業種 D ○％
（ ○％ ） （ ○％ ） （ ○％ ）

業種 E ○％
（ ○％ ） （ ○％ ） （ ○％ ）

業種 F ○％
（ ○％ ） （ ○％ ） （ ○％ ）

1回目調査 2回目調査 3回目調査 4回目調査

非継続 中止（累積） 中断 研究開発 実用化

研究開発段階から実用化・中止中断へ変遷 業種や企業規模などの属性に応じた傾向把握

NEDOから提供する集計結果以外にご希望がある場合には可能な範囲で検討いたしますので、事務局までご連絡ください。
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追跡調査・評価の経験からの示唆

【参考】 実用化・中止要因のテキスト分析

機能目標の実現

技術・プロダクト提供価値

量産技術/コスト競争力の実現

市場ニーズ、規模、参入障壁

市場受容性

初期顧客の目処、顧客接点/展開チャネル

上市に向けた必要な資金の見通し

リソース

原材料、サプライチェーンの確保

必要な規格化・規制対応・政策的後押し

規制・政策

経営のコミットメント、経営方針、出口戦略明確化

内部要因

外部連携・協力関係

社内連携（研究部門<>事業部門等）
*
2025年度 NEDO委託調査・調査報告書 「追跡アンケート調査のデータ取得体系に関する調査」（25101399-0）
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◼ NEDOの追跡アンケート回答を用いた実証研究では、アンケートのプロジェクト参画者の組織内行動や
NEDOマネジメントの活動が「事業化」に照らし、どのような構造を持つかについて統計的な分析*を実施。

【参考】 追跡アンケートを基にした実証研究

事業化

技術的成果

開発のスピードアップ技術的課題の克服

支援機関の事務的関与

支援機関の内容面・実質面での関与

社内事業部門との情報交換

社内他研究部門との情報交換

経営層の関与1

各種提出書
類の対応

中間・事後評
価の対応

予算要求・配
分の対応

実施計画書
内容精査

成果報告書
の内容精査

検査の対応 *松嶋 一成, 青島 矢一, 高田 直樹 （２０１９） 
公的支援プロジェクトにおける企業と研究支援機関の関与の影響, 研究 技術 計画, Vol. 34, No. 4

研究開発成果の事業化における企業とNEDOの関係
（実証研究＊の図3・共分散構造分析で示された結果を基にNEDOで因果パスと標準化係数を抽出。 *** p＜0.001, ** p＜0.01, * p＜0.05）

0.4***

0.14*

0.21*

0.16*

0.19**

-0.03

-0.10

0.00

-0.12

0.08
1経営層の関与は、社内の他研
究部門と事業部門との情報交換
の双方を促進する効果がある
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追跡アンケート（短期モニタリング）の対象について

◼契約・交付単位では、契約・交付の終了日を迎えた案件を対象に、以下の黄色ハイライトのプロジェクト参
画者を対象にアンケート送付します。

自主分（企業） 再委託等（企業）

契約・交付の終了日を迎えた
案件

自主分（大学・国研）

自主分（技術研究組合）

再委託等（大学・国研）

組合員（関係者のみ）

⚫ 対象範囲について

再委託等（企業）
事業統括部・追跡調査・
評価課での実施対象

契約・交付単位での抽出条件と技術研究組合の位置づけ
条件Ａ：契約・交付先の “自主分” は送付対象とみなします。
条件Ｂ：契約・交付先の “再委託先等” は、“企業等” は対象とし、“大学・国研等” は対象外。
条件C：技術組合においては「組合員」も対象に実施。ただし、NEDOプロジェクト実施当時に関与していなかった「組合員」は対象外。

NEDO所管事業
（委託調査は対象から除外）

それ以外の
所管部署での実施対象

各事業性質に応じた
形式で実施を検討

再委託等（大学・国研）
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追跡アンケートの送付タイミングについて

◼ ２０２６年度から、従来の6年で4回から、5年で5回の回答頻度へと運用変更します。

◼ ２０２６年度は９月上旬にシステムからメール配信し、１１月末までの回答期間を予定しています。

◼ 2026年度からの新規送付案件は最長で2030年度までの調査期間となります。案件毎の調査期間はシ
ステム内でご確認いただくことが可能です。

アンケート
開始年／実施年

２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５ ２０２６ ２０２７ ２０２８ ２０２９ ２０３０ 回数/期間

２０２１ ○ ○ ○ ○ ４回/６年

２０２２ ○ ○ ○ ○ × ４回/5年（－1）

２０２３ ○ ○ ○ ○ × ４回/5年（－1）

２０２４ ○ ○ ○ ○ ○ × 5回（＋1）/5年（－1）

２０２５ ○ ○ ○ ○ ○ × 5回（＋1）/5年（－1）

２０２６ ○ ○ ○ ○ ○ 5回/5年

⚫ アンケート開始時期に応じたアンケート送付タイミング一覧
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2026年度以降のアンケート設問構成について 

◼ NEDOの事業での継続有無で調査期間・設問構成も変わります。ただし、アンケート初回で、該当する契
約・交付期間内でのNEDO事業及びマネジメントに関する評価には共通してご協力をお願いします。

◼ NEDO事業を継続している場合には、設問中の継続先の契約・交付番号を入力することで、次年度以降
の追跡アンケートの送付はいたしません。

【活動・成果のアウトプット区分】

【実用化要因と実績・中止要因】

【法人番号の記載 と 基本情報】

【支援の立場（TRLあり） 】【開発主体（TRLあり）】

継続中・再開見込み 中止・中断

【実用化に向けた検討状況・関係者コミュニケーション】

【テーマの位置づけと推進体制】

【NEDOの事業・マネジメント評価】 ※1年目のみ

継続中・再開見込み 中止・中断

大学・国研等（自主分） 企業（自主分・再委託先等）

NEDO事業を継続 それ以外

継続中中止・中断

次年度以降の送付なし 次年度以降も送付

⚫ アンケートの対象及び継続有無について ⚫ 2026年度アンケート設問の構成について*

*本資料では説明のわかりやすさを優先しており、実際の分岐設問の位置・順番とは異なります。
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【参考】 設問の全体像と設問数について

◼調査票では回答に応じた条件分岐の設問を設定しております。なお、2026年度から設問構成を見直し、設
問・選択肢を刷新しております。

◼ 1年目は、プロジェクト期間中の開発テーマの属性やNEDOのマネジメントに対する評価・ご意見をいただく
ために設問数が多くなります。

◼ 2年目以降は活動状況及び開発成果の把握のための設問のみとなりますので、ご協力のほど何卒よろしく
お願いいたします。

1年目 ２年目以降

NEDO事業での継続あり NEDO事業での継続なし NEDO事業での継続あり NEDO事業での継続なし

開発主体
（TRL1あり）

支援
（TRL1なし）

開発主体
（TRL1あり）

支援
（TRL1なし）

開発主体
（TRL1あり）

支援
（TRL1なし）

開発主体
（TRL1あり）

支援
（TRL1なし）

必須 14 11 16 13 4 3 5 4

任意 33 31 48 47 23 21 24 22

条件付必須 0 0 3 1 3 0 3 1

条件付任意 0 0 6 0 6 0 6 0

設問数
(条件付）

47(0) 42(0) ７４(9) ６２(1) ３７(9) ２５(0) 39(9) 28(1)

うちNEDO評価 24 24 24 24 ０ ０ ０ ０

1TRL（Technology readiness level）：開発成果の技術成熟度を示す9段階の指標です（詳細は後述）。成果の上市・製品化を目指した開発主体の方を回答の対象として想定します。
なお、上記の数値は条件分岐も含めて設問全数をカウントしております。



16

【設問構成】  アンケート初回時点でNEDO事業で継続している場合

◼ NEDOの事業で継続・再開している場合、NEDOから発行された契約・交付番号（00000000-0の形
式の番号）をご記入ください（次回以降のアンケート送付は停止します）。

• 法人番号入力を基に成果・活動状況の追跡調査の集計を行います。
• 本テーマの法人について法人番号を検索・入力をお願いします。
（国税庁法人番号検索ページ）

• 開発テーマがどのような位置づけにあったのか及びプロジェクト
期間中の推進体制に関する設問へ回答をお願いします。

• NEDO事業及びNEDOのマネジメントへの評価、制度改善等のご意
見を含めてご回答をお願いします。

【活動・成果のアウトプット区分】

【実用化要因と実績・中止要因】

【法人番号の記載 と 基本情報】

【支援の立場（TRLあり） 】【開発主体（TRLあり）】

継続中・再開見込み 中止・中断

【実用化に向けた検討状況】

【関係者コミュニケーション】

【テーマの位置づけと推進体制】

【NEDOの事業・マネジメント評価】 ※1年目のみ

継続中・再開見込み 中止・中断

• 製品化・上市を目指した開発主体と支援的な立場を区分し、開発主体
となる場合には技術成熟度（TRL）を回答していただきます。

*本資料では説明のわかりやすさを優先しており、実際の分岐設問の位置・順番とは異なります。

https://www.houjin-bangou.nta.go.jp/
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【設問構成】  アンケート初回時点でNEDO事業で継続していない場合

◼ NEDOの事業で継続していない場合、以下の設問構成となります。なお、アンケート2年目以降にNEDO
事業で再開した場合、その時点で契約交付番号を入力すれば次年度以降のアンケートは停止します。

【活動・成果のアウトプット区分】

【実用化要因と実績・中止要因】

【法人番号の記載 と 基本情報】

【支援の立場（TRLあり） 】【開発主体（TRLあり）】

継続中・再開見込み 中止・中断

【実用化に向けた検討状況】

【関係者コミュニケーション】

【テーマの位置づけと推進体制】

【NEDOの事業・マネジメント評価】 ※1年目のみ

継続中・再開見込み 中止・中断

• 製品化・上市（TRL＞８）の場合、実用化要因やその実績（売上高等）、
実用化ドキュメントの取材希望のご回答をお願いします。

• 中止・中断となる場合、その要因についてをご回答をお願いします。

• 本開発テーマの技術的なアウトプットの区分をご回答ください。

• 実用化・事業化に向けた検討状況を時系列で把握するための設問。
• 従来アンケートの実用化・中止要因から抽出された項目に関し、推進

に向けた進捗度合いを6段階でご回答をお願いします（詳細後述）。

• 製品化・上市を目指した開発主体と支援的な立場を区分し、開発主体
となる場合には次年度以降も含めTRLを回答していただきます。

*本資料では説明のわかりやすさを優先しており、実際の分岐設問の位置・順番とは異なります。



技術成熟度（TRL）の区分について

◼技術成熟度について、プロジェクト実施段階からTRL（Technology readiness level）を採用するケースも増
加していることから、“9段階”の選択肢へ変更します（従来は“４段階＋中止・中断”で実施）。

◼ TRLの設問は、製品化・上市を目指した開発主体となる実施者の方のみを対象にしております。TRL＞８
以上（製品化・上市）の場合、実用化要因やその実績（製品名・売上高等）もご回答をお願いします。
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従来のNEDO追跡アンケートにおける成果段階 技術成熟度・TRL（Technology readiness level）

ー 1 基本原理・現象解明（Basic principles defined）

研究段階 （基礎的・要素的な基礎探索段階）

2 原理・現象の定式化（Application Formulated）

3 概念検証（Concept Validation）

4 小規模な試験・試作モデル（Early Prototype）

開発段階 （開発用サンプルの作製／実用化に向けた課題を把握／応用開発段階）

5 大規模な試験・試作モデル(Large Prototype)

6 フルスケール試験・統合実証(Full-Scale Prototype)

製品化段階 （顧客評価(認定用)サンプルの作製/量産化技術の確立/工業化開発段階）

7 商用前実証(Pre-Commercial Demonstration)

8 製品化（First-of-a-Kind Commercial）

上市段階 （カタログ掲載など市場での取引を開始/工場での運転を開始） 9 上市（Commercial Operation）

中止・中断 ー



1. 追跡アンケートの概要

2. 追跡アンケートの運用・設問について

3. 【簡易マニュアル】 追跡調査管理システムについて
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マイページ・メニューについて

メニュー/アンケート一覧
アンケートの回答前・済の履歴一覧で確認できます。

TOP/ＨＯＭＥ
追跡調査・評価の概要および各種お知らせを掲載しております。

メニュー/関連担当者の管理
契約・交付案件で関連する担当者の検索及び各担当者の登録情報を確認できます。

メニュー/本人情報の管理
担当者ご自身の情報を管理・変更できます。

その他
「お問い合わせ」は、事務局への問い合わせ機能となります。
「よくある質問」には、過去に寄せられた質問とその回答を掲載しております。
「利用規約」には、データ利用規約を掲載しております。

ライブラリ機能について
2026年度からの新しい取り組みとして、アンケート集計後の結果をグラフ等でまとめて掲載予定です。
集計後に「ライブラリ」機能をメニューに追加しますので、システムのメール配信でお知らせいたします。
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「アンケート一覧」の項目について(1/2）

契約・交付番号など
• アンケート対象は、NEDOのプロジェクトマネジメントシステム（NEDO-PMS）に登録される契約・交付先を基本とします。

• 契約・交付番号とは別に回答の管理のために“追跡ID”を付与し、同IDを基に複数回のアンケートを行います。（2つの契約・
交付案件に対して、5回のアンケートを回答した場合、10件表示されることになります）

• 「契約・交付番号」をクリックすると、契約・交付時点での概要情報を確認できます。「追跡ID」をクリックすると、関連する担当
者の一覧が表示されます。
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「アンケート一覧」の項目について(2/2）

• 「アンケート名（追跡調査期間）」は送付したアンケート名称と短期モニタリング（最大5年）の開始年度・終了年度を表示しております。

• 「回答状況」は「回答済」、「一時保存」、「未回答」の3区分が表示され、 「一時保存」・「未回答」へのご回答をお願いします。

• 「回答受付期間」はアンケートが回答可能な開始日～終了日を表示しております。未回答のまま

• 「回答者（回答日時）」は回答を一時保存または提出を行った担当者とその時間が表示されます（「一時保存」の詳細は後述）。

• 「回答／閲覧」ボタンからアンケートへの回答入力を進めてください。受付期間終了後は閲覧のみとなります。

• 「設問一覧」からは、すべての設問を収録したエクセルファイルをDLできますが、エクセルに記載いただいても回答フォームには反映
されませんのでご注意ください。
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アンケート「回答・閲覧」の画面について

契約・交付情報／追跡ID
• 契約・交付時点と回答時点での法人情

報を確認できます。

• 当該案件の調査期間（開始～終了年度）
を確認することができます。

回答部分
• 複数担当者から入力可能です。

• 「一時保存」をクリックすると、最新情報
に上書きされます。複数の担当者で同
時入力される場合には、ご注意ください。

• 入力終了後、「提出前プレビュー」をク
リックし、提出へと進んでください。

一時保存（詳細は後述）
• 「一時保存」すると、「回答状況」は「一時保存」へ切り替わります。
• 回答期間内であれば何度でも編集が可能です。
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アンケート回答における法人名・法人番号について

• アンケートには開発成果の売上高等の設問を含むため、開発活動やその成果を管理する法人からの回答をお願いします。
• 回答の管理・集計は、契約・交付終了もしくは回答時点での法人番号・法人名を基に実施しますので、法人番号（国税庁法

人番号）を入力する設問からご回答をお願いします。

法人名・法人番号の必須設問

【権利義務承継・移転等に伴う法人変更について】

• “承継・移転先”の法人番号と共に当該法人の担当者か
らのアンケート回答をお願いします。

• 担当者の招待は、トップ ＞「関連担当者の管理」＞「担
当者の新規追加」の機能をご利用ください。

• この際、異なる法人間で過去回答や担当者情報の共有
を希望しない場合、別の追跡IDを発行して管理するこ
とも可能ですので、事務局までご連絡をお願いします。

• なお、終了後の権利義務承継等の届出等の手続きに
ついては「事務処理マニュアル」をご確認ください。

• 回答者様ご本人の関連会社への出向・人事異動等の
場合、権利義務承継・移転の手続きには該当しません
ので、「本人情報の管理」での変更反映をお願いします。

https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/manual.html
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アンケート回答における提出前プレビュー

提出前プレビュー（未入力あり）
• 「提出前プレビュー」において必須項目

が未入力の場合、該当部分が赤色でハ
イライトされます。

提出前プレビュー（未入力なし）
• 画面最下方の「提出する」をクリックし

てください。「回答状況」が「回答済」へ
変更されます。

• 回答期間内であれば再提出が可能です。
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「関連担当者の管理」の項目について

担当者の招待について（詳細は次項）
他の担当者を追加したい場合、「担当者の新規登録」から招待することができます。
（招待メールは i-maps.nedo.go.jp から配信されます）

• 本システム上で回答・回答履歴の閲覧が可能な担当者の一覧を表示します。
• 複数の契約・交付案件（追跡ID）を管理する場合、それらすべての担当者もまとめて表示されます。
• ご自身の紐づいている担当案件一覧を確認したい場合には本ページの検索機能で絞り込み検索を行っていた

だくことで確認できます。
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関連担当者の招待について

② 担当者情報の入力と招待メールについて
• 担当者情報を入力後、画面下方の「入力確認」

ボタンをクリックしてください。

• 画面の遷移後、画面下方の「登録する」をクリッ
クすると担当者にメールが配信されます。

• 招待を受けた担当者にはシステムからメールが
配信されます。配信メールのURLからマイペー
ジへログインすることができます。

• システム登録済の担当者が招待を受けた場合、
マイページの「アンケート一覧」に関連付けされ
た追跡IDが登録・表示されます。

① 担当者の招待（追跡IDの紐づけ）について
• ご自身から他の担当者に対して、招待可能な追

跡IＤと契約・交付件名が一覧表示されます。

• 招待する担当者に紐づける案件を1つ以上選
択し、必須項目を含め担当者情報をご入力くだ
さい。特に、メールアドレスの入力は間違いの
ないようご注意ください。



28

「関連担当者の管理」の各種カテゴリーについて

問合せ先について
• 追跡ID毎に「主担当」・「副担当」の2つの区分が選択できます。

NEDOからメール・電話の際には、「主担当」の方へ優先して
ご連絡をさせていただきます。

• なお、この担当者区分に応じた機能の変化はありません。

ステータスについて
• 「有効」・「無効」の2つの区分を追跡ID毎に設定できます。「無効」は当該追跡

IDに対する回答・履歴閲覧を不可とし、メール配信を停止するための機能です。
追跡調査期間内で本システムから一切のメール配信を停止したい場合、全ての
追跡IDを無効へ切り替えてください。

• 一方、ステータスは自ら「無効」に切り替えることはできないため、他の担当者
から切り替え操作を行ってください（１つの追跡IDに対して1名以上が「有効」
となることが必要なため操作制限をかけております）。

• １つの追跡IDに対して1名しか登録されていない状態から「無効」にしたい場合、
後任の担当者を招待するようお願いします。なお、追跡調査期間が終了してい
る場合、無効への対応は不要です。
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本人情報の管理について

本人情報の更新について
• 本人情報のNEDO-PMSの登録情報が表示さ

れています（招待を受けた担当者は、招待元の担当者

が入力した情報が登録されています）。

• 人事異動に伴う情報更新はご自身で修正登録
することが可能です。特に、メールアドレスは最
新情報への反映をお願いします。

• ご自身に限らず、「関連担当者の管理」画面か

ら他の担当者情報の変更も可能です。

NEDO-PMSの「追跡担当者」の登録について
• 本システム上で追跡アンケートを実施している場合、NEDO-PMS上の追跡担当者への新規登録・情報更新は不要です。
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よくある質問（アンケートの実施について）

1. Q.アンケートの実施スケジュールを教えてください。

• 短期モニタリングとして位置付ける、追跡アンケートは総調査期間を最長５年間として、１年に１回の頻度でアン
ケートを送付します。例年８～９月頃に送付し、３ヶ月ほどの受付期間を設けて実施しております。

2. Q. 中止・中断したテーマも回答が必要ですか？

• 中止・中断した場合も、開発成果の到達段階や中止・中断の要因等についてご回答をお願いします。なお、中止・
中断と回答いただいた案件については、次年度以降のアンケート送付を停止します。アンケートの実施スケジュー
ルを教えてください。

3. Q. 提出後に回答内容を修正できますか？

• 回答期間内であれば、回答内容を修正し再提出することができます。
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よくある質問（アンケート対象・範囲について）

1. Q. 当該契約・交付番号の案件は終了後に、同様のテーマを別のNEDO事業で再開しました。回答は必要ですか？

• 必要となります。主にNEDO事業やマネジメントへの評価・ご意見に関しての回答にご協力をお願いします。

• アンケートの設問で継続先の契約・交付番号をご回答いただければ、次年度以降の追跡アンケートは停止します。

2. Q. 委託から補助事業への切替え、補助率変更、インセンティブ制度等に伴い別の契約・交付番号へ移行した場合、
回答は必要ですか？

• 必要となります。主にNEDO事業やマネジメントへの評価・ご意見に関しての回答にご協力をお願いします。

• アンケートの設問で継続先の契約・交付番号をご回答いただければ、次年度以降の追跡アンケートは停止します。

3. Q. 今後、別の契約・交付番号へ移行する予定ですが、まだ番号が発行されていません。

• アンケート回答期間内に新しい契約・交付番号が発行される場合は、再回答により継続先をご登録ください。

• 回答期間内に発行されない場合は、次年度のアンケートにてご回答をお願いします。

4. Q. 同じ会社で複数案件があり、複数の案内が届きました。

• 追跡アンケートは、NEDO-PMSに登録された契約・交付番号単位で実施しています。なお、開発成果の重複等
により集計時に重複計上のおそれがある場合は、一部案件を集計対象外とすることがあります。
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よくある質問（システム利用・結果閲覧について）

1. Q. パスワード発行メールが届きません。

• 登録メールアドレスと入力したメールアドレスが一致しているかご確認ください。また、迷惑メールフォルダ等も
ご確認ください。解決しない場合は、NEDO事務局までお問い合わせください。

2. Q. 自社の結果を閲覧することはできますか？

• ご自身が回答したアンケートについては、マイページから回答履歴を閲覧できます。また、社内の全案件を閲覧し
たい場合は、グループアドレス等を活用して自社の追跡IDを集約することで、複数案件の回答履歴を閲覧するこ
とが可能です。
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よくある質問（担当者・アカウント管理について）

1. Q. 人事異動や役職変更があった場合はどうすればよいですか？

• マイページの「本人情報の管理」から登録情報を更新してください。他の担当者情報については、本人または「関
連担当者一覧」から更新できます。

2. Q. 異動等により、自分へのメール配信を止めて後任者へ引き継ぎたいです。

• マイページの「関連担当者の管理」から後任者を招待してください。引継ぎ後、ご自身への配信を停止する場合は、
後任者の操作で該当する分もしくはすべての追跡IDの設定を「無効」に変更してください。

• なお、調査期間が終了した案件については対応不要です。

3. Q. 他の担当者を追加・招待するにはどうすればよいですか？

• 「関連担当者の管理」画面の「担当者の新規追加」から、対象となる契約・交付案件を指定して登録してください。

4. Q. 「問合せ先」の主担当・副担当とは何ですか？

• NEDO事務局から当該案件に関するご連絡を行う際には、まず主担当へご連絡します。主担当へ連絡が取れな
い場合、副担当へご連絡します。
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お問い合わせについて

◼ 本資料の内容に関するご質問や追跡調査・評価に関するご不明な点は下記までお問い合わせください。

• NEDO 事業統括部 追跡調査・評価課

• TEL: 044-520-5161 （平日 10：00～12：00、13：00～17：00）

• E-mail: tsuiseki[*]nedo.go.jp ([*]を@に変えて使用してください)

◼ 追跡調査管理システムからのパスワード発行や回答依頼等のメールは「imaps.nedo.go.jp」のドメインで配信され
ます。関連するご案内が受信できるよう、迷惑メール設定・ドメイン受信設定をご確認ください。

◼ 契約期間終了後の知的財産の登録については「知的財産権に関する手続等のご案内」をご覧ください。

PMSの利用権限がない場合、「プロジェクト終了後の知財報告でPMS利用を再開したい場合の手続き」の“PMS利用申請”から手続きを
進めていただくようにお願いいたします。

ご不明な点がございましたら、以下の宛先までお問い合わせください。

• NEDO 事業統括部 知的財産課

• E-mail: chizaiken[*]nedo.go.jp ([*]を@に変えて使用してください)

https://www.nedo.go.jp/itaku-gyomu/shisankanri_tetuzuki_index.html
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